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＜大学院修了生による現地での活動＞東日本大賞災一医療ＮＧＯｒＡＭＤＡ」の活動に参加してｰ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学院国際協力研究科2o11年３月修了生　高岡　邦子（内科医）

　筆者は、本格的にＡＭＤＡの国際医療協力に参加するために　　から日本医師会災害医療チーム（JMAT）が続々と到着した。メディ

2008年12月に開業医を辞め、2009年４月に本大学院に入学した。　　ｱ､県職員､個人ボランティアなども次々と訪れ､対応窓口が必要となっ

医療のことしか知らないのでは国際協力は務まらないと考えたからで　　たため筆者は、聴診器をしまい調整役に徴した。毎日５つのミーティ

ある。奇しくも、３月19日の大学院修了式当日にＡＭＤＡから派遣　　ングをこなし情報の共有を心がけた｡普遍難所のニーズを情報収集し、

されて岩手県大槌町に入った。大槌町は、唯一の県立大槌病院と５　　医療支援物資の振り分け、医療チームの役割分担など、ニーズに即

つの民間診療所が津波で流され、町長をはじめ幹部職員の半分が

亡くなり、医療崩壊していた町である。

　避難所の一つの県立大槌高校の保健室では、大槌病院の医師･

看護師・薬剤師たちが一週間家族とも再会できずに懸命な診療を続

けていた。我々が到着する２日前に電気･水道が復旧していた。す

でに重症患者のトリアージ（治療の優先順位決定）や救急搬送は終

わっていて、高血圧症･糖尿病などの慢性疾患の薬を津波で流され

た人々が、毎日200人近く救護所を受診していた。当初は、処方さ

れていた薬の情報もなく医薬品も足りず一番苦労した時期である。

　第３週に入ると、医薬品も一部を除いては潤沢に供給され、全国

した活動は大学院での学びがなければ成し得なかったと考える。ま

た、ＡＭＤＡ医療チームは

診療のみならず､各自がニー

ズを拾い上げ母子のための

プレイルームの設置、総合

ビタミン剤の配布などさま

ざまなプログラムを実践し、

「ＮＧＯの柔軟性」を実感

することができた６週間で

あった。
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